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乙れをヒト T細胞株 Jurkat またはヒト 1L-2 遺伝子の 5' 上流領域をCAT構造遺伝子に接続し，
マイトジエンまたはTPA刺激による 1L-2遺伝子の転写誘導に必マウス T細胞株EL-4 に導入し，
その上流の要な領域をCATの活性を指標として検討した結果，刺激特異的な発現に必要な領域は，
-3 1 9 から -127 の聞に存在する乙とが明らかになった。
1FN-ß プロモーターおよびCAT構造遺伝子上流領域に，1L-2及び 1L-2Rα遺伝子の 5'
を接続したプラスミドを作製し乙れをHTLV-1 のトランス転写活性化因子 tax-1 の発現ベクターと
ともに Jurkat 細胞に導入し tax-1 がこれら 2 つの遺伝子の 5' 上流領域に及ぼす影響をCATの活性
を指標として擬すした。その結果、外部からの刺激を加える乙となく tax-1 が両遺伝子の転写を誘導する
乙とを見出した。
Jurkat 細胞の核抽出液及び 1L-2 遣伝子発現制御領域内の様々なDNA断片を probe としたゲル・
乙れらの領域には少なくとも 4 つの核内因子 (1 F-A---D) が結合し得る乙とを明シフト法によって，
D) とマイトジェン刺激によ
その結合様式から同一な1F-A及び 1 F ー D は，
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らかにした。乙れらの結合因子には構成的に発現しているもの (1 F -A , 
C) が存在した。って発現してくるもの( 1 F -8 , 




伝子の転写因子NF ー κBのものとよく類似した結合配列を呈していた。 P0 i n t mu t a t i onによる解





性化のシグナルを受けたT細胞は自らの増殖因子であるインターロイキン 2 (1 L-2) とその受容体
(1L-2R) をづ邑性に発現する。乙の 1L-2 はT細胞増殖因子として 1L-2R を介しそのシグナ
ルを伝達するという，複雑かっ巧妙な細胞増殖の制御機構が近年明らかになってきた。従って 1 L -2 , 
1 L ー 2Rの発現は制御されており，乙の脱制御はT細胞のトランスフォーメーションにもつながるもの
と理解されている。乙のような観点、に立てば 1L-2 ， 1L-2Rの発現制御機構の解明はT細胞増殖の
制御機構に密接に関わっている重要な課題と考えられるo





び，なかでも特筆すべきことは 1L-2 ， 1L-2Rαの両遺伝子には共通の転写因子が少なくとも一つ
関与している乙とを明らかにした。更に漉谷君の研究はヒト T細胞白血病ウイルスHTLV-l の産物
tax-l が 1L-2 ， 1L-2Raの遺伝子の転写をT細胞活性化のシクゃナルを経由せず1と活性化するこ
とをはじめて明らかにした。
以上の研究はT細胞における遺伝子発現制御機構について先駆的でありかっ重要な知見をもたらしたも
のであり，乙の論文が理学博士の学位論文として充分に価値あるものと認めるものである。
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